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は
じ
め
に

世
界
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
、近

年
、中
国
企
業
を
中
心
と
し
た
新
興
国
企
業

や
韓
国
企
業
の
台
頭・追
い
上
げ
が
著
し
く
、

多
く
の
日
本
企
業
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、本
稿
に
お
い
て
、経
営
の
構
造

的
問
題
を
把
握
し
、か
つ
競
争
力
向
上
に
資

す
る
戦
略
立
案・実
行
を
支
援
す
る
手
法
と

し
て
近
年
日
本
で
も
脚
光
を
浴
び
つ
つ
あ
る
、

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
手
法
の
概
要
に
つ
い
て
論

じ
た
い
。
な
お
、本
稿
に
記
載
さ
れ
て
い
る

内
容
は
、あ
く
ま
で
筆
者
の
私
見
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。

企
業
価
値
と
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
関
係

経
営
者
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
企
業
価
値
の
最

大
化
で
あ
り
、C
F
O
の
場
合
、経
営
資
源

の
最
適
配
分・適
時
再
配
分
を
可
能
に
す
る

管
理・業
務
体
制
を
構
築・指
揮
し
、か
つ
グ

ル
ー
プ
全
体
の
変
革
を
積
極
的
に
推
進
す

る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、C
F
O
と

し
て
は
、企
業
価
値
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要

要
素（
以
下「
価
値
ド
ラ
イ
バ
ー
」）の
把
握
、

お
よ
び
同
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
経
営
資
源
の

活
用
状
況
の
把
握
が
重
要
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、図
1‐
①
の
と
お
り
、
企

業
価
値
の
主
要
要
素
で
あ
る
将
来
フ
リ
ー

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー（
F
C
F
）は「
税
引
後

E
B
I
T
D
A（
a
＋
b
）」－（「
運
転
資
金・

固
定
資
産
投
資（
c
＋
d
）」）で
表
さ
れ
、本

式
か
ら
R
O
A（（
a
＋
b
）/（
c
＋
d
））が

価
値
ド
ラ
イ
バ
ー
の
上
位
概
念
と
位
置
付

け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、R
O
A
は
売
上
高
利

益
率
お
よ
び
資
産
稼
働
率
の
積
で
表
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
会
計
勘
定
科
目
単
位
の
財
務
指

標
に
分
解
で
き
る
。
財
務
指
標
は
価
値
ド

ラ
イ
バ
ー
と
言
え
る
が
、そ
れ
単
独
で
は
企

業
業
績
の
根
本
原
因
を
十
分
に
説
明
で
き

ず
、し
た
が
っ
て
有
効
な
改
善
策
を
見
出
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、さ
ら
に
主

要
業
務
プ
ロ
セ
ス
単
位（
図
1‐③
）ま
で
分

解
し
、当
該
各
単
位
の
業
績
と
相
関
性
の
強

い
価
値
ド
ラ
イ
バ
ー
を
設
定
し
て
同
単
位
で

業
績
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
ベ
ン
チ
マ
ー

キ
ン
グ
の
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
と
し
て
、プ
ロ

セ
ス
単
位
の
価
値
ド
ラ
イ
バ
ー
が
活
用
さ
れ

て
い
る
理
論
的
根
拠
が
こ
こ
に
存
在
す
る
。

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
と
は

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
と
は
、評
価
対
象
の

業
績
を
性
質
が
類
似
す
る
他
の
対
象
群
の

業
績
と
比
較
し
、問
題
点
を
把
握・分
析
し

て
改
善
に
役
立
て
る
一
連
の
行
為
で
あ
る
。

通
常
、ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
に
お
い
て
は
、財

務・
非
財
務
の
定
量
的
指
標（
価
値
ド
ラ
イ

バ
ー
と
同
概
念
）が
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
は
社
内・
社
外
ベ
ン
チ

マ
ー
キ
ン
グ
に
分
類
さ
れ
る
。
前
者
に
お
い

て
は
社
内
デ
ー
タ
が
活
用
さ
れ
、同
一
指
標

に
よ
る
部
門
間・地
域
間
比
較
等
が
な
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、後
者
に
お
い
て
は
、同

業
他
社
群
の
業
績
指
標
を
用
い
て
自
社
の
業

績
を
評
価
す
る
。
実
務
上
は
、両
者
を
併
用

す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
ベ
ン
チ
マ
ー
キ

ン
グ
を
活
用
す
る
主
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

①
問
題
点
の
定
量
的
把
握・
分
析
が
可
能
、

②
目
標
値
の
設
定
に
よ
り
改
善
効
果
の
可

視
化・定
量
化
が
可
能
、③
定
性
的
分
析
の

み
に
比
べ
結
果
に
つ
い
て
社
内
利
害
関
係
者

の
同
意
を
得
や
す
い
、④
財
務・経
理
、人
事
、

フォーカス

若
井 

潔

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
株
式
会
社

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
本
部 

財
務・経
営
管
理
グ
ル
ー
プ

シ
ニ
ア・マ
ネ
ジ
ャ
ー

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
を
活
用
し
た

企
業
価
値
向
上
ア
プ
ロ
ー
チ
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調
達
、運
転
資
金
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
、あ
ら

ゆ
る
局
面
に
適
用
可
能
、等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

基
本
ア
プ
ロ
ー
チ

次
に
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
ア
プ
ロ
ー

チ
の
概
略
に
つ
い
て
、企
業
の
経
理・財
務
関

連
コ
ス
ト
を
テ
ー
マ
に
以
下
説
明
す
る
。
ま

ず
、ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
の
対
象
と
す
る
自
社

の
経
理・財
務
プ
ロ
セ
ス
を
特
定
す
る（
図
2‐

①
参
照
）。
こ
こ
で
プ
ロ
セ
ス
を
あ
ま
り
詳
細

に
分
解
す
る
と
、問
題
の
全
体
像
が
か
え
っ

て
見
え
に
く
く
な
り
、ま
た
、分
析
の
工
数
が

無
用
に
増
え
る
た
め
、経
理・財
務
の
全
体
プ

ロ
セ
ス
を
、一
般
会
計
、購
買
、債
権
管
理
と

い
っ
た
サ
ブ
プ
ロ
セ
ス
レ
ベ
ル
に
分
解
し
て
ベ

ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
深

堀
す
る
こ
と
が
効
率
的
で
あ
る
。ベ
ン
チ
マ
ー

キ
ン
グ
結
果
の
概
要
イ
メ
ー
ジ
は
図
2‐②
の

と
お
り
。
こ
こ
で
は
自
社
の
経
理・財
務
全
体

プ
ロ
セ
ス
の
指
標（
例
：
人
件
費
対
売
上
高
比

率
、売
上
高
一
定
規
模
当
り
工
数（
人
）等
）を

サ
ブ
プ
ロ
セ
ス
ご
と
の
各
種
指
標
に
分
解
し

て
同
業
他
社
グ
ル
ー
プ
の
平
均
値（
例
：
上
位

二
五
%
の
平
均
値
）と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、自
社
の
強
み・弱
み
を
定
量
的
に
把
握
し

て
い
る
。
な
お
、サ
ブ
プ
ロ
セ
ス
レ
ベ
ル
に
お

い
て
は
、同
プ
ロ
セ
ス
の
業
績
と
相
関
関
係
の

強
い
非
財
務
指
標
が
多
く
用
い
ら
れ
る
。
債

権
管
理
を
例
に
挙
げ
る
と
、請
求
書
の
仕
損

じ
率
、一
請
求
書
当
り
金
額
、手
動
発
行
さ
れ

て
い
る
請
求
書
の
割
合
等
で
あ
る
。
最
後
に
、

通
常
、定
量
的
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
に
加
え
、

各
プ
ロ
セ
ス
の
定
性
的
分
析
も
併
せ
て
実
施

さ
れ
、両
者
の
分
析
結
果
を
総
合
的
に
勘
案

し
て
問
題
の
構
造
把
握
お
よ
び
戦
略
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ・改
善
施
策
の
策
定
が
な
さ
れ
る
。

適
用
局
面

既
述
の
と
お
り
、ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
は

企
業
経
営
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
適
用
可
能

で
あ
る
。
例
え
ば
、某
多
国
籍
企
業
に
よ
る

M
&
A
後
の
経
営
統
合
過
程
に
お
い
て
被

M
&
A
企
業
の
経
理・財
務

組
織
を
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ

に
よ
り
診
断
し
、結
果
、大

規
模
な
業
務・
組
織
改
革

に
繋
が
っ
た
事
例
を
筆
者

は
過
去
経
験
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
展
開

す
る
某
企
業
が
、
肥
大
化

す
る
間
接
業
務
の
ス
リ
ム

化
を
目
的
に
、シ
ェ
ア
ー
ド

化（
S
S
C
）を
視
野
に
入

れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
財
務
戦

略
構
築
の
前
提
と
し
て
、ベ

ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
手
法
を

活
用
し
た
事
例
も
存
在
す

る
。
こ
の
よ
う
に
単
に
局

所
的
な
業
務
改
善
と
い
う

よ
り
も
、
組
織
全
体
の
戦

略
見
直
し・業
務
再
構
築
に
ベ
ン
チ
マ
ー
キ

ン
グ
が
活
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。

結
語フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
理
論
上
、ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン

グ
は
企
業
価
値
の
価
値
ド
ラ
イ
バ
ー
に
着
目

す
る
手
法
と
言
え
る
。
経
営
実
務
上
は
、さ

ら
に
踏
み
込
ん
で
、企
業
の
主
要
プ
ロ
セ
ス

レ
ベ
ル
で
適
当
な
ド
ラ
イ
バ
ー
を
設
定
し
、

ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
を
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム

に
組
み
込
む
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

新
規
戦
略
策
定
の
み
な
ら
ず
、実
行
済
み
の

戦
略（
例
：
S
S
C
導
入
、新
シ
ス
テ
ム
の
導

入
等
）の
効
果
測
定・軌
道
修
正
も
適
宜
可

能
と
な
る
。
こ
の
点
、実
際
に
通
常
業
務
と

し
て
半
期
ご
と
に
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
る
欧
米
企
業
も
存
在
す
る
。
日

本
で
は
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
を
活
用
す
る
企

業
は
ま
だ
比
較
的
少
な
い
が
、グ
ロ
ー
バ
ル

競
争
が
激
化
す
る
中
、世
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
企
業
と
比
較
し
た
場
合
の
自
社
の
強
み・

弱
み
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
の
重
要

性
が
今
後
増
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図1●企業価値を創造するバリュードライバー（イメージ）

図2●ベンチマーキング基本アプローチ（イメージ）
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